
東京大学大学院数理科学研究科規則 
平成４年３月１７日 

評議会可決 
沿革 

（目的） 
第１条 この規則は、東京大学大学院学則（以下「学則」という。）中、各研究科において

定めるように規定されている事項及び東京大学大学院数理科学研究科 （以下「本研究科」
という。）において必要と認める事項について定めることを目的とする。 

２ 本研究科における教育課程、試験、入学及び修了等については、この規則に定めのある
もののほか、本研究科教育会議（以下「教育会議」という。）及び専攻会議の議を経て、
これを定める。 
（教育研究上の目的） 

第１条の２ 本研究科は、数学・数理科学に関する体系的な知識と高度な研究能力を修得し、
数学・数理科学の諸分野において、第一線で活躍する研究者、ならびに数学・数理科学の
幅広い素養と専門的な判断力を身につけ、社会の広範な領域で新しい時代を担う人材を
育成し、国際的な視野に立って高度な数学・数理科学の文化を醸成して社会の発展に資す
ることを目的とする。  
（学期） 

第２条 学年を２学期に分ける。 
２ 各学期の期間は、学則第４１条第３項により別に定められるところによる。 

（修士課程の修了要件） 
第３条 修士課程の修了要件は、学則第５条第１項の定めるところによる。ただし、在学期

間に関しては、優れた業績を上げた者については、特例として１年以上在学すれば足りる
ものとする。 

２ 前項のただし書の特例の適用に関し必要な事項は、別に定める。 
（博士後期課程の修了要件） 

第４条 博士後期課程の修了要件は、学則第６条第１項の定めるところによるものとし、本
研究科で定めた所要科目を２０単位以上修得しなければならない。ただし、在学期間に関
しては、特に優れた研究業績を上げた者については、特例として次の各号に掲げる年数以
上在学すれば足りるものとする。 
(1) 修士課程に２年以上在学し当該課程を修了した者 １年 
(2) 前条第１項ただし書の規定による在学期間をもって修士課程を修了した者 修士課

程における在学期間を含めて３年 
(3) 学則第１６条第２項第７号及び第８号の規定により入学した者 １年 
（特別審査） 

第５条 教育会議は、前条のただし書の特例を審議するときは、次条の特別審査委員会を設



け、その審査に当たるものとする。 
２ 前項の特別審査については、専攻長より教育会議に提議するものとする。 

（特別審査委員会） 
第６条 特別審査委員会は、本学学位規則第７条に定める審査委員会のほかに研究科長の

指名する必要な審査委員若干名を加えたものとする。 
（教育課程） 

第７条 専攻の授業科目の履修及び単位については、別表の定めるものの他、毎年度の必要
に応じて教育会議の議を経て、別に定めるところによる。 

２ １授業科目の単位数は、１５時間の授業時間をもって１単位とする。 
３ 学生が標準修業年限を超えて一定の期間にわたり計画的に教育課程を履修し課程を修

了することを希望する旨申し出たときは、学則第２条第７項に定めるところにより、教育
会議の議を経て、これを認めることができる。細則については別に定める。 
（履修方法） 

第８条 学生は、指導教員の指示によつて授業科目を履修し、必要な研究指導を受けるもの
とする。 

第９条 修士課程においては、指導教員の許可を得て、次の各号に掲げる科目を履修した場
合は、これを修士課程の単位とすることができる。ただし、学部及びグローバル教育セン
ターの科目については、合わせて８単位を限度とする。 
(1) 学部及びグローバル教育センターの科目 
(2) 他の研究科又は教育部の修士課程の科目 

第１０条 博士後期課程においては、指導教員の許可を得て、次の各号に掲げる科目を履修
した場合は、これを博士後期課程の単位とすることができる。 
(1) 修士課程の科目 
(2) 他の研究科又は教育部の科目 

２ 修士課程において修了に必要な単位を超えて取得した単位は、指導教員の許可を得て博
士後期課程の単位数に加えることができる。ただし、１０単位を限度とする。 
（他の大学の大学院又は研究所等における研究指導） 

第１１条 学則第１２条に定める他の大学の大学院又は研究所等における研究指導は、指
導教員の申請に基づき、教育会議の議を経て、これを許可するものとする。 

２ 前項に定めるもののほか、他の大学の大学院又は研究所等における研究指導に関し必
要な事項は、別に定める。 
（履修科目届・受験届） 

第１２条 学生は、授業科目を履修しようとするとき又は履修した授業科目について単位
を取得しようとするときは、指定の期間内に所定の様式により届け出なければならない。 
（試験） 

第１３条 試験は、学期末又は学年末に行う。ただし、担当教員は、平常の成績又は報告を



もって試験に代えることができる。 
２ 前項のほか、特に必要な場合は、教育会議の議を経て、追試験を行うことができる。 

（学位論文） 
第１４条 学生は、指導教員の指導を受けて、指定の期間内に学位論文を研究科長に提出す

るものとする。 
（最終試験） 

第１５条 最終試験は、所要科目及び単位を修得し、必要な研究指導を受け、かつ、学位論
文を提出した者について行う。 

２ 最終試験の期日及び試験の方法については、あらかじめ発表する。 
（学位の授与） 

第１６条 学則第５条第１項に定める修了要件を満たした者には、修士 （数理科学）の学位
を授与する。 

第１７条 学則第６条に定める修了要件を満たした者には、博士 （数理科学）の学位を授与
する。 
（入学資格） 

第１８条 修士課程に入学することのできる者は、学則第１６条第１項各号 （第８号括弧書
に規定するものを除く。）に定めるところによる。 

２ 博士後期課程に入学することのできる者は、学則第１６条第２項各号の定めるところ
による。 

３ 前２項の場合において、学則第１６条第１項第８号並びに同条第２項第７号及び第８
号に規定する資格要件を認定する基準は、別に定める。 
（再入学） 

第１９条 修士課程又は博士後期課程を中途退学した者で、当該課程に再入学を志願する
ものについては、学年の初めに限り、教育会議の議を経て、入学を許可することができる。 

２ 再入学者の修業年限等は、教育会議の議を経て定める。 
（転入学） 

第２０条 学則第２３条に定める転入学の受入れについては、別に定める。 
（特別研究学生） 

第２１条 学則第３２条に定める特別研究学生の受入れは、当該学生の所属する大学の大
学院又は研究科の申請に基づき、教育会議の議を経て、これを許可するものとする。 

２ 前項に定めるもののほか、特別研究学生の受入れに関し必要な事項は、別に定める。 
（大学院研究生） 

第２２条 大学院研究生については、学則及び東京大学大学院研究生規則によるもののほ
か、その取扱いの細目については、本研究科において別に定める。 

附 則 
１ この規則は、平成８年４月１日から施行する。 



２ 平成８年３月３１日以前に第１種課程の修士課程又は第１種博士課程に入学し、引き
続き在学する者については、平成８年４月１日から修士課程又は博士後期課程に所属す
るものとする。 

附 則 
この規則は、平成１６年４月２０日から施行する。 

附 則（抄） 
１ この規則は、平成１７年４月１日から施行する。 

附 則（抄） 
１ この規則は、平成１８年４月１日から施行する。 

附 則 
この規則は、平成１８年４月１日から施行する。 

附 則 
この規則は、平成１９年４月１日から施行する。 

附 則 
この規則は、平成２１年４月１日から施行する。 

附 則 
この規則は、平成２２年４月１日から施行する。 

附 則 
この規則は、平成２３年４月１日から施行する。 

附 則 
この規則は、平成２４年６月２８日から施行する。 

附 則 
この規則は、平成２５年４月１日から施行する。 

附 則 
この規則は、平成２６年９月１日から施行する。 

附 則 （平成２７年２月１７日東大規則第６４号） 
この規則は、平成２７年４月１日から施行する。 

附 則 （平成２７年３月３１日東大規則第１１８号） 
この規則は、平成２７年４月１日から施行する。 

附 則 
この規則は、平成２８年４月１日から施行する。 

附 則 
この規則は、平成２８年６月２３日から施行する。 

附 則 
この規則は、平成２９年４月１日から施行する。 

附 則 



この規則は、令和２年４月１日から施行する。 
附 則 

この規則は、令和３年４月１日から施行する。 
附 則 

この規則は、令和６年４月１日から施行する。 
附 則 

この規則は、令和７年４月１日から施行する。 
 
別表 数理科学研究科数理科学専攻授業科目表 
  

https://www.u-tokyo.ac.jp/gen01/reiki_int/reiki_pdf/word/h40317011.docx
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◇令和０７年０３月２１日  
 


